
日本では500～600種類の野鳥がみられますが、枚方では約250種類
が観察できます。

淀川の枚方地区周辺には、ヨシ原・砂州・ワンドや河畔林があります。
枚方大橋～京都府との境界までの間では、約143種の野鳥が見られま
す。冬場だと約40種の野鳥に出会えます。

淀川には、エサとなる生き物を育む自然が残っています。
大阪で冬に猛禽類を観察できる場所として認知されています。

ヨシ原や草原ではベニマシコ、ホウジロ、アオジなどが
見られます。

淀川にいる鳥と言えば、カモ類などの水鳥や魚を食べるサギ類。
マガモ・ヒドリガモ・オカヨシガモ・
オナガガモなど多くのカモ類が見られます。

大きさを覚える
カラス・ハト・ムクドリ・スズメ等の大きさを指標として覚えると、
知らない鳥に出会ったとき、サイズが判別基準になります。

鳴き声を聞く
一番分かりやすく判別に役立つのは鳴き声です。
鳥を観察するときは静かに探しましょう。

鳥あわせ表

双眼鏡 口径30mm・倍率7~8倍ぐ
らいが標準。倍率が高くなると、視
野が狭くなり鳥を見つけにくくなる。
口径は大きいほど視界が明るくなる
が、重く疲れる。

望遠鏡＆三脚
口径60～70mm・倍率20倍ぐらいがよい。
これ以上だとやはり見つけにくい。また
三脚はなるべくしっかりしたものを。

ノート 筆記用具は記録に必要。

雨具 傘だと、手がふさがるため、
レインウェアがおすすめ。防寒にもなる。

服装 夏でも長袖長ズボン。帽子。
靴はスニーカーあるいは丈夫なものがおすすめ。

鳥を見るための準備

鳥図鑑 入門用なら写真で
はなくイラストがおすすめ。
鳥の特徴をわかりやすく描い
てあるため、似たものの差が
わかりやすい。

枚方には野鳥がいっぱい

多彩な環境が鳥を誘う淀川

豊かな餌場に集まる猛禽

草原・木立にくらす山鳥

たくさんの水鳥も
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